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会
員
38
人
が
出
席
し
た
。

大
槻
博
太
会
長
は「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
多
く
の
生
活
文
化
・
習

慣
が
変
わ
っ
た
が
、業
界
は

遠
隔
臨
場
の
導
入
に
よ
り
簡

略
化
が
進
み
、施
工
管
理
が

一
気
に
進
化
・
深
化
し
た
」と

述
べ
た
上
で
、
３
年
ぶ
り
に

会
員
が
参
加
し
た
総
会
の
開

催
を
喜
び
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

制
限
が
協
会
活
動
の
一
層
の

進
・
深
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
っ
た
。

来
賓
の
大
竹
健
義
県
土
木

部
建
築
担
当
次
長
が「
建
設

産
業
が
社
会
資
本
整
備
と
地

域
の
守
り
手
と
し
て
持
続
的

当
協
会
は
５
月
25
日
、福
島
市
の
エ
ル
テ
ィ
で
第
72
回
定
時
総
会
を
開
い
た
。少
子
高
齢

化
を
背
景
と
し
た
担
い
手
確
保
や
気
候
変
動
に
伴
う
自
然
災
害
の
激
甚
・
頻
発
化
、地
球
温

暖
化
対
策
へ
の
対
応
に
加
え
、原
油
・
資
材
価
格
高
騰
な
ど
新
た
な
課
題
も
あ
る
中
で
、今

年
度
は
人
材
育
成
や
職
場
環
境
改
善
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
建
設
Ｄ
Ｘ
、

特
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
な
ど
の
技
術
習
得
、普
及
を
図
る
。事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、良
質
な
電

気
設
備
を
提
供
す
る
社
会
的
使
命
を
果
た
す
た
め
に
発
注
機
関
と
の
連
携
も
強
化
。「
県
民

に
信
頼
さ
れ
る
技
術
集
団
」と
し
て
技
術
力
の
研
鑚
に
努
め
る
。

大 槻 博 太
（一社）福島県電設業協会

E-mail : info@fukudensetsukyo.or.jp

（一社）福島県電設業協会　令和４年度事業計画

○太字は新規、重点事業

【公益事業】

◆インターンシップ支援事業の実施・拡充

・県内高校生（専門学校生）の現場実習

◆情報発信事業

・機関紙「電設新聞」の発行、ホームページの運用

【その他事業】

◆ Master制度勉強会

・1 級電気工事施工管理技術検定試験受験対策講習会（一次検
定、二次検定）

◆研修会、説明会

【総務委員会所管事業】

◆経営に関する事項・適正発注対策

①行政機関への発注の平準化の要望活動

②分離発注の推進および地元企業活用の要望活動

③公共事業の入札制度改革に係る要望活動（県入札制度監視
委員会に出席し意見交換）

④各行政機関との意見交換

⑤災害協定に基づく災害対応の訓練

⑥企業経営に関する講演会・講習会、経営基盤強化の研究

⑦（一社）日本電設工業協会と連携した活動

⑧（一社）県建設産業団体連合会と連携した各種活動

⑨県総合設備協会と連携した活動

※「県土木部への要望や意見交換」「建設キャリアアップシス
テムの普及」「働き方改革」「ＢＣＰ（事業継続計画）の策定」の
取り組み検討

◆公正かつ適正な事業活動の促進

電気設備工事業の健全な発展を目指して策定した「会員行動
目標」に則り、公正かつ適正な事業活動を推進する

◆福利厚生に関する事業

①会員の慶祝弔慰の対応

②会員企業のグループ保険の取り扱い窓口として対応

◆災害協定に基づく証明書の発行

①国土交通省東北地方整備局＝災害時における東北地整所管
（電気・通信）施設の災害応急対策業務に関する協定

②県土木部＝大規模災害時における応急対策の応援に関する
協定

【技術・安全委員会所管事業】

◆技術力向上のための取り組み

①会員企業の技術力向上を図るための新技術など各種研修・
講習会

②協会継続教育事業（ＣＰＤ）への取り組みと（一財）建設業振
興基金ＣＰＤ制度の本格的な活用

③「1 級電気工事施工管理技士」取得へ向けた Master 制度勉
強会による施工管理検定試験対策を実施。「1 級電気通信工事
施工管理技士」取得へ向けた Master制度勉強会開催の検討

④県総合設備協会と連携した「安全大会・技術研修会
※会員現場の安全パトロール（外部講師指導）の実施検討

⑤県営繕設備担当者との合同技術研修会（仮称）の開催
※県策定建築ＢＩＭ／ＣＩＭガイドラインについて県、建
築・設備の関係団体による合同研修会の検討
※県出先機関営繕担当者との懇談会の検討

⑥現場研修会（こころの医療センター）の開催

◆証明書の発行

協会継続教育事業（ＣＰＤ）認定に係る証明書を随時発行

【広報委員会所管事業】

◆インターンシップ支援事業の実施・拡充

◆「電気屋さんの女性トークサロン」の開催

◆道路美化活動、道路ふれあい月間活動、河川愛護活動（河
川掃除）等のボランティア活動参加

◆電設新聞の発行（年6回）

◆賛助会員の募集活動

◆ホームページの随時更新

◆業務用図書の斡旋、資格取得に係る各種試験の広報

◆会員相互の親睦事業の企画・運営

①親善ゴルフ大会

②研修旅行（令和4年度は実施しない）

に
発
展
で
き
る
よ
う
、担
い

手
確
保
・
育
成
や
生
産
性
向

上
、環
境
に
配
慮
し
た
建
築

物
の
整
備
に
、豊
富
な
経
験

と
技
術
を
持
つ
会
員
の
皆
さ

ん
と
協
働
し
な
が
ら
、全
力

で
取
り
組
み
た
い
」と
呼
び

掛
け
た
。

議
事
で
は
令
和
３
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
を
審
議

承
認
。令
和
４
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
を
報
告
し
た
。

　

今
年
度
事
業
計
画
は〈
左

表
〉
の
通
り
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
支
援
事
業
は
拡
充

し
、新
た
に
県
立
福
島
工
業

高
校
、県
立
平
工
業
高
校
の

生
徒
を
受
け
入
れ
る
。福
島

工
業
高
校
は
８
月
、平
工
業

高
校
は
冬
休
み
の
実
習
を
予

定
。こ
の
ほ
か
の
学
校
も
実

施
に
向
け
て
調
整
す
る
。

新
規
で
県
土
木
部
と
の
意

見
交
換
会
を
計
画
。
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
や

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の

策
定
、
１
級
電
気
通
信
工
事

施
工
管
理
技
士
取
得
の
た
め

の
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
制
度
勉
強

会
開
催
を
検
討
す
る
。外
部

講
師
の
指
導
に
よ
る
会
員
施

工
現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

も
計
画
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
て
い
る

県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）新
築
工
事
の

現
場
研
修
会
を
開
く
。建
設

Ｄ
Ｘ
の
習
得
、普
及
に
努
め
、

現
場
研
修
以
外
で
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ

関
連
講
習
の
実
施
を
目
指

す
。平
準
化
や
地
元
企
業
活

用
な
ど
を
要
望
す
る
。

総
会
の
席
上
、代
表
者
を

変
更
し
た
会
員
企
業
を
紹

介
。常
盤
電
設
産
業
の
丹
野

勇
治
代
表
取
締
役
社
長
、須

南
電
設
の
渡
邊
康
之
代
表
取

締
役
社
長
が
あ
い
さ
つ
し

た
。令
和
３
年
度
県
優
良
建

設
工
事
を
施
工
し
た
会
員
企

業
の
現
場
代
理
人
を
表
彰
。

大
槻
会
長
が
高
柳
電
設
工
業

の
鈴
木
正
則
氏
と
会
津
電
気

工
事
の
亀
倉
昌
広
氏
に
賞
状

と
記
念
品
を
手
渡
し
た
。

変
化
す
る
事
業
環
境
に
対
応

変
化
す
る
事
業
環
境
に
対
応

良
質
な
電
気

設
備
を
提
供

社
会
的
役
割
・
使
命
果
た
す

変
化
す
る
事
業
環
境
に
対
応

変
化
す
る
事
業
環
境
に
対
応

大
槻
会
長

大
竹
次
長

 ３年ぶりに通常開催した総会  

表
彰
を
受
け
る
鈴
木
さ
ん（
上
）と
亀
倉
さ
ん

第
72
回
定
時
総
会
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白　　　河／ＴＥＬ（0248）27-3385㈹
須　賀　川／ＴＥＬ（0248）72-7136㈹
郡　山　西／ＴＥＬ（024）952-5455㈹
郡　山　南／ＴＥＬ（024）923-3298㈹
郡　山　北／ＴＥＬ（024）939-3081㈹
設備機材郡山／ＴＥＬ（024）927-0480㈹
会　　　津／ＴＥＬ（0242）37-2660㈹
喜　多　方／ＴＥＬ（0241）21-8585㈹
原　　　町／ＴＥＬ（0244）22-5105㈹
相　　　馬／ＴＥＬ（0244）35-1234㈹
福　島　東／ＴＥＬ（024）546-3700㈹
福　　　島／ＴＥＬ（024）553-1181㈹
い わ き 南／ＴＥＬ（0246）28-6111㈹
勿　　　来／ＴＥＬ（0246）62-3122㈹

山形・茨城・栃木・埼玉・千葉・東京・神奈川・新潟
電材営業所　　61カ所
住設建材営業所25カ所

〒970-8625 福島県いわき市平谷川瀬字明治町27
ＴＥＬ（0246）25-6111  ＦＡＸ25-6101

Engineering & Engineer LINK

支店／仙台 営業所／いわき・福島・県南 出張所／南相馬
https://www.ninotec.co.jp/

人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

〒963-8071　郡山市富久山町久保田字太郎殿前47番
　                                              久保田共栄ビル
                 ＴＥＬ 024-941-5030  ＦＡＸ 024-941-5035

インターンシップ支援事業 令和3年度実績

支部 実施日
県立高校・専門校 
（電気科）

受入数 
(学年)

受入会員

福島 7/6 ～ 8 聖光学院高校
2人 

(2年生)
㈱ACDC

白河 6/7 ～ 11
県立白河実業
高校

4人 
(2年生)

車田電気工業㈱(1人)、東陽電気工事㈱(3人)

いわき 11/16 ～ 18
県立勿来工業
高校

39人 
(2年生)

常盤電設産業㈱(4人)、大和電設工業㈱(4人)、植田電機㈱(4
人)、三浦電気工事㈱(4人)、いわき電気工業㈱(4人)、クレ
ハ電機㈱(4人)、㈱ジェイ・ケイ・リアルタイム(4人)、宮野
電気興業㈱(2人)、嵐電気工事㈱(5人)、岩電機工事㈱(4人)

相双 12/7 ～ 9
県立小高産業
技術高校

9人 
(2年生)

旭電設工業㈱(2人)、早川電気工業㈱(2人)、旭電気工事㈱(3
人)、光洋電設㈱(2人)

会津

10/12 ～ 14
県立会津工業
高校

22人 
(2年生)

㈱富士工業商会(2人)、㈱会津電気工事(4人)、㈲千葉電機商
会(2人)、㈱目黒工業商会(3人)、㈱萩生田電設(3人)、㈱佐
藤電設(4人)、㈱和泉電機(2人)、㈱森口電気商会(2人)

11/9 ～ 11
県立テクノア
カデミー会津

7人 
(2年生)

㈱会津電気工事(2人)、㈱目黒工業商会(2人)、㈱佐藤電設(3
人)

　

当
協
会
は
６
月
29
日
、矢

吹
町
に
建
設
中
の
県
立
こ
こ

ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

新
築
工
事（
電
気
）の
現
場
研

修
会
を
開
く
。支
部
ご
と
に

班
を
分
け
、
１
班（
福
島
、郡

山
、白
河
）は
午
前
10
時
～
正

午
、
２
班（
い
わ
き
、
相
双
、

白
河
）は
午
後
１
時
半
～
３

時
半
に
研
修
す
る
。Ｂ
Ｉ
Ｍ

の
活
用
事
例
も
学
び
、現
場

を
見
学
す
る
。

　

会
員
同
士
が
技
術
の
共
有

を
図
り
、施
工
管
理
や
品
質

確
保
等
の
技
術
力
向
上
と
知

識
の
蓄
積
を
図
ろ
う
と
、会

員
施
工
の
工
事
中
ま
た
は
竣

工
後
の
工
事
現
場
等
で
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、県
立
矢
吹
病
院
の
建
て

替
え
に
伴
う
新
病
院（
診
療

科
目
＝
精
神
科
、
内
科
、
歯

科
）で
、建
物
規
模
は
Ｓ
造
地

上
４
階
地
下
１
階
建
て
延
べ

１
万
３
７
６
０
・
55
平
方
㍍
。

全
室
個
室
の
計
１
４
８
床
を

設
け
る
。令
和
２
年
８
月
に

着
工
、今
年
８
月
の
竣
工
予

定
。電
気
工
事
は
車
田
電
気
・

高
柳
電
設
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
が
担
当
し
て
い

る
。矢
吹
町
滝
八
幡
地
内
。

　

新
病
院
は
、地
域
と
つ
な

が
る
明
る
く
開
放
的
な
病
院

を
目
指
し
て
、自
然
と
調
和

し
た
建
物
配
置
と
安
心
し
て

受
診
・
療
養
で
き
る
院
内
環

境
に
留
意
。
メ
イ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
は
勾
配
が
緩
や
か
な

西
側
に
変
更
し
た
。現
病
院

を
運
営
し
な
が
ら
の
工
事
と

な
る
た
め
、建
物
配
置
や
工

程
を
見
直
し
て
工
期
を
短
縮

し
患
者
負
担
を
軽
減
す
る
。

　

機
能
面
で
は
、児
童
思
春

期
病
棟（
20
床
）と
医
療
観
察

法
病
棟（
６
床
）
を
新
設
す

る
。児
童
思
春
期
病
棟
は
専

用
病
棟
を
設
け
、外
来
を
一

般
と
完
全
分
離
。医
療
観
察

法
病
棟
は
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
や
警
備
員
の
配
置
な
ど

多
重
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
敷

く
。事
業
費
は
現
病
院
解
体
、

機
器
等
を
含
め
約
82
億
円
。

　

研
修
会
は
、県
担
当
者
と

車
田
電
気
・
高
柳
電
設
特
定

Ｊ
Ｖ
が
工
事
内
容
、建
築
工

事
施
工
者（
戸
田
・
佐
藤
工
業

特
定
Ｊ
Ｖ
）が
同
現
場
に
お

け
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
事
例
を
説

明
後
、現
場
内
を
視
察
す
る
。

協
会
継
続
教
育
制
度（
Ｃ
Ｐ

Ｄ
の
）対
象
。建
設
業
振
興
基

金
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
認
定
も
申
請
し
て
い
る
。

　

参
加
定
員
は
各
班
20
人
。

開
始
20
分
前
に
矢
吹
町
複
合

施
設
コ
コ
ッ
ト
駐
車
場
に
集

合
す
る
。
17
日
ま
で
参
加
申

し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

　

６
月
６
日
に
猪
苗
代
町
の

ボ
ナ
リ
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
開
催
予
定
だ
っ
た
当
協
会

の
第
11
回
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

は
当
日
、大
雨
荒
天
の
た
め

中
止
を
決
定
し
た
。

　

会
員
24
人
、賛
助
会
員
12

人
の
計
36
人
が
参
加
を
予
定

し
て
い
た
。

ラ
ン
代
表
は
講
義
に
先
立

ち
、「
繰
り
返
し
話
す
内
容

は
、過
去
何
度
も
出
題
さ
れ

た
も
の
。昨
年
度
か
ら
前
期

試
験
が
１
次
検
定
に
変
わ

り
、合
格
者
に
は
技
師
補
の

資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。合
格
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」と
話

定
時
総
会
付
議
事
項
、政
治

支
出
を
承
認
し
た
。

し
た
。

　

講
義
は
、
テ
キ
ス
ト
を

使
っ
て
過
去
の
検
定
試
験
問

題
の
解
き
方
や
ポ
イ
ン
ト
を

示
し
、受
講
者
の
弱
点
を
補

強
し
実
践
力
を
高
め
た
。

　

１
次
検
定
は
６
月
12
日
に

行
わ
れ
た
。合
格
発
表
は
７

月
15
日
。２
次
検
定
は
10
月

16
日
、
２
０
２
３
年
１
月
27

日
の
合
格
者
発
表
を
予
定
し

て
い
る
。

　

当
協
会
は
５
月
27
～
29

日
、郡
山
市
の
県
南
電
気
工

事
協
同
組
合
会
館
で
今
年
度

１
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技

術
検
定
試
験（
第
１
次
検
定
）

準
備
講
習
会
を
開
い
た
。受

講
し
た
34
人
が
合
格
を
目
指

し
、
３
日
間
に
わ
た
り
試
験

対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

　

県
内
電
設
業
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
毎
年

開
い
て
い
る
。専
門
知
識
と

経
験
を
必
要
と
す
る
電
気
工

事
業
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育

て
る
社
会
的
役
割
を
果
た
す

観
点
か
ら
、員
外
企
業
に
所

属
す
る
技
術
者
の
参
加
も

募
っ
て
お
り
、今
回
は
会
員

企
業
か
ら
23
人
、一
般
11
人

が
受
講
し
た
。

　

講
師
で
ユ
ア
テ
ッ
ク
Ｏ
Ｂ

の
鷲
眼
智
春
イ
ー
ハ
ー
ド
プ

　

当
協
会
は
４
月
26
日
、福

島
市
の
協
会
大
会
議
室
で
令

和
４
年
度
第
１
回
理
事
会
を

開
き
、第
72
回
定
時
総
会
に

提
出
す
る
令
和
３
年
度
事

業
・
収
支
決
算
報
告
な
ど
を

協
議
し
た
ほ
か
、新
た
に「
電

協
会
館
維
持
保
全
検
討
会
」

を
設
置
し
た
。

　

松
﨑
勉
顧
問
と
坂
本
幹
夫

相
談
役
、理
事
、監
事
ら
20
人

が
出
席
し
た
。大
槻
博
太
会

長
が「
県
内
の
事
業
量
は
一

時
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、坂
道

も
だ
い
ぶ
き
つ
く
な
っ
て
き

て
い
る
。対
策
に
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
あ
る
か
と
思
う

が
、業
界
と
し
て
技
術
を
研

鑽
し
、顧
客
に
安
全
安
心
を

届
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

松
﨑
顧
問
、坂
本
相
談
役

は
会
員
が
一
致
協
力
し
て
、

今
後
予
想
さ
れ
る
厳
し
い
時

代
を
乗
り
切
る
よ
う
激
励
し

た
。

　

本
部
事
務
局
を
置
く
電
協

会
館
は
昭
和
49
年
に
新
築
、

同
53
年
に
増
築
し
た
Ｓ
造
３

階
建
て
延
べ
４
４
９
・
７
平

方
㍍
。昨
年
２
月
と
今
年
３

月
の
本
県
沖
地
震
で
建
物
に

損
傷
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

室
内
の
備
品
等
が
散
乱
。旧

耐
震
基
準
の
建
物
で
築
後
50

年
近
く
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、今
後
の
維
持
保
全
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
す
る
。

　

検
討
会
は
総
務
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
野
内
忠
宏
専
務

理
事
で
構
成
す
る
。理
事
会

後
、
第
１
回
会
合
を
開
き
、

８
月
ま
で
に
耐
震
診
断
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

　

理
事
会
で
は
こ
の
ほ
か
、

‌

あ
い
さ
つ
す
る
大
槻
会
長（
上
）と
松
﨑
顧
問

（
下
写
真
右
）、坂
本
相
談
役�​

今
月
29
日
に
現
場
研
修
会

Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
事
例
も
学
ぶ

Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
事
例
も
学
ぶ

電協会館

維
持
保
全
検
討
会
を
設
置

維
持
保
全
検
討
会
を
設
置

第
１
回
理
事
会

第
１
回
理
事
会　　

Ｒ
３
事
業
報
告
な
ど
協
議

Ｒ
３
事
業
報
告
な
ど
協
議

親　

善

ゴ
ル
フ

荒
天
で
大
会
中
止

合格目指し34人受講
１級電気施工管理技士

1次検定、3日間集中で対策

‌

鷲
眼
代
表
の
講
義
を
受
け
る

参
加
者
ら�​

県
立
こ
こ
ろ
の

医
療
セ
ン
タ
ー
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―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

　

令
和
４
年
度
の
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）の

年
度
更
新
期
間
は
７
月
11
日

ま
で
。福
島
労
働
局
は
事
業

者
に
対
し
て
、期
間
内
に
労

働
保
険
料（
前
年
度
確
定
保

険
料
、当
年
度
概
算
保
険
料
）

の
申
告
・
納
付
手
続
き
を
行

う
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

申
告
・
納
付
は
労
働
局
、県

内
労
働
基
準
監
督
署
、金
融

機
関
で
受
け
付
け
る
。申
告

書
の
書
き
方
、申
告
・
納
付
方

法
等
の
詳
細
は
年
度
更
新
申

告
書
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

か
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
。

　

同
局
で
は
電
子
申
請
の
活

用
や
、口
座
振
替
・
電
子
納
付

に
よ
る
保
険
料
の
納
付
を
推

奨
し
て
い
る
。電
子
申
請
は

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
24
時

間
い
つ
で
も
申
請
・
届
け
出

が
可
能
で
、「
電
子
政
府
の
総

合
窓
口（
ｅ
―
Ｇ
ｏ
ｖ
）」か

ら
手
続
き
を
行
う
。マ
イ
ナ

ン
バ
ー
か
電
子
証
明
書
の
取

得
が
必
要
。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
島
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

適
用
第
二
係
☎
０
２
４（
５

３
６
）４
６
０
７
ま
で
。

　

当
協
会
の
小
宅
武
氏（
嵐

電
気
工
事
）が
、協
会
功
労
者

と
し
て
、県
建
設
産
業
団
体

連
合
会（
県
建
産
連
）の
令
和

４
年
度
会
長
表
彰
を
受
賞
し

た
。

　

小
宅
氏
は
平
成
25
年
度
に

協
会
本
部
の
監
事
に
就
任
。

27
年
度
か
ら
は
理
事
を
務

め
、技
術
・
安
全
委
員
会
に
所

属
し
、会
員
企
業
の
技
術
力

と
安
全
水
準
の
向
上
に
努
め

た
。平
成
元
年
度
か
ら
は
副

会
長
と
し
て
協
会
運
営
に
尽

力
し
て
い
る
。

　

県
建
産
連
の
会
長
表
彰
は

総
会
で
賞
状
を
授
与
し
て
い

る
が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対

策
で
出
席
者
を
絞
り
込
ん
だ

た
め
、表
彰
式
の
実
施
が
見

送
ら
れ
た
。当
協
会
が
賞
状

等
を
伝
達
し
た
。

一
層
充
実
さ
せ
、三
大
災
害

撲
滅
に
重
点
を
置
い
た
労
災

対
策
を
徹
底
。労
働
者
不
足
、

高
齢
化
等
の
課
題
を
踏
ま
え

な
が
ら
安
全
衛
生
水
準
の
向

上
を
図
り
、
だ
れ
も
が
健
康

で
安
全
・
安
心
に
働
け
る
職

場
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

重
点
事
業
は
①
県
建
設
業

労
働
災
害
防
止
大
会
の
開
催

（
７
月
27
日
、福
島
市
・
県
建

設
セ
ン
タ
ー
）②
自
然
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
工
事
支

援
事
業
福
島
支
援
セ
ン
タ
ー

活
動
の
普
及
促
進
③
熱
中
症

予
防
対
策
の
徹
底
④
冬
季
の

交
通
安
全
確
保
、転
倒
災
害

防
止
⑤
工
事
現
場
パ
ト
ロ
ー

ル
⑥
各
種
安
全
衛
生
教
育
、

技
能
講
習
⑦
会
員
の
加
入
促

進
と
組
織
の
拡
充
、関
係
団

体
等
の
連
携
強
化
。

災
宣
言
運
動（
８
月
１
日
～

12
月
31
日
）を
今
年
度
も
実

施
す
る
。

　

代
議
員
ら
約
40
人
が
出
席

し
た
。長
谷
川
浩
一
支
部
長

は「
安
全
活
動
は
地
味
だ
が
、

着
実
に
労
働
災
害
の
撲
滅
に

つ
な
が
る
。積
極
的
に
労
災

防
止
事
業
を
展
開
し
て
い

く
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

今
年
度
は
建
災
防
第
８
次

建
設
業
労
働
災
害
防
止
５
カ

年
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け

て
、安
全
衛
生
管
理
体
制
を

持
続
的
発
展
の
た
め
の
公
共

事
業
の
計
画
的
・
安
定
的
な

確
保
③
品
確
法
等
を
踏
ま
え

た
入
札
制
度
と
適
切
な
設
計

積
算
の
推
進
④
働
き
方
改
革

と
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

へ
の
対
応
⑤
技
能
労
働
者
の

入
職
・
育
成
・
定
着
の
推
進
⑥

建
設
Ｄ
Ｘ
活
用
事
業
の
推
進

⑦
行
動
規
範（
カ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
）の
共
有
と
実
践
―

な
ど
。

　

要
望
活
動
を
積
極
的
に
行

う
ほ
か
、構
成
団
体
に
担
い

手
確
保
や
元
下
関
係
の
適
正

化
、働
き
方
改
革
に
関
す
る

実
態
調
査
を
行
い
、建
設
生

産
シ
ス
テ
ム
懇
談
会
や
専
門

工
事
業
部
会
で
情
報
共
有
、

意
見
交
換
を
実
施
す
る
。

　

行
動
規
範
は
こ
れ
ま
で
の

行
動
指
針
を
見
直
し「
働
き

方
改
革
」に
関
す
る
項
目
を

追
加
。「
法
令
等
の
順
守
」「
社

会
的
使
命
・
役
割
の
遂
行
」の

３
本
柱
で
、県
民
の
信
頼
を

確
保
し
、魅
力
あ
る
建
設
産

業
を
構
築
す
る
た
め
の
企
業

行
動
を
示
し
た
。加
盟
37
団

体
で
規
範
を
共
有
、実
践
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
・

構
築
に
貢
献
。地
域
建
設
業

の
働
き
方
改
革
実
現
を
目
指

す
。

▽
出
身
地
／
群
馬
県

▽
誕
生
年
／
１
９
６
７
年

▽
趣
味
／
ラ
イ
ブ
観
戦
、温

泉▽
座
右
の
銘
／
一
期
一
会

▽
抱
負
／
今
年
４
月
よ
り
前

社
長
で
あ
る
齋
藤
幸
一
の
後

を
引
き
継
ぎ
、
３
代
目
の
代

表
取
締
役
社
長
に
就
任
致
し

ま
し
た
。

　

私
は
20
代
で
電
気
設
備
業

界
に
入
り
、早
30
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。今
後
も『
顧

客
か
ら
の
継
続
の
信
頼
を
得

る
』と
い
う
基
本
方
針
の
も

と
、技
術
向
上
は
も
ち
ろ
ん

お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
設

計
・
施
工
・
提
案
を
心
が
け
、

自
然
環
境
に
も
配
慮
し
、地

域
社
会
に
根
付
い
た
経
営
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

弊
社
に
関
わ
る
皆
さ
ま
に

安
心
と
笑
顔
を
提
供
で
き
る

企
業
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
小
野
利
廣
会
長
）は
６
月
１

日
、福
島
市
の
エ
ル
テ
ィ
で

第
38
回
通
常
総
会‌

＝
写
真
＝�​

を
開
き
、役
員
改
選
で
新
会

長
に
長
谷
川
浩
一
氏
を
選
ん

だ
。当
協
会
の
大
槻
博
太
会

長
は
引
き
続
き
副
会
長
を
務

め
る
。

　

今
年
度
は
国
・
県
等
関
係

機
関
へ
の
要
望
活
動
な
ど
10

項
目
の
重
点
目
標
に
基
づ

き
、危
機
管
理
産
業
と
し
て

の
重
責
を
果
た
す
と
と
も

に
、担
い
手
確
保
や
適
正
な

元
下
関
係
構
築
な
ど
の
課
題

に
取
り
組
む
。新
た
に
策
定

し
た「
行
動
規
範（
カ
バ
ナ
ン

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会（
建
災
防
）県
支
部
は
６
月

１
日
、福
島
市
の
県
建
設
セ

ン
タ
ー
で
第
58
回
通
常
総
会

‌

＝
写
真
＝�​

を
開
い
た
。安
全

衛
生
水
準
の
向
上
を
目
指
し

て
、支
部
と
分
会
、関
係
団
体

が
一
体
と
な
り
実
効
性
の
あ

る
活
動
を
展
開
す
る
。ゼ
ロ

ス
・
コ
ー
ド
）」の
実
践
に
も

努
め
る
。

　

役
員
ら
17
人
が
出
席
し

た
。重
点
目
標
は
こ
の
ほ
か
、

①
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間

２
年
目
と
な
る
各
種
事
業
へ

の
積
極
的
協
力
②
県
民
の
安

全
・
安
心
確
保
、建
設
産
業
の

㈱
須
南
電
設

　
　
代
表
取
締
役
社
長

渡
邊　

康
之

代
表
者
変
更

小
宅
氏
に
会
長
表
彰

県
建
産
連　

当
協
会
の
運
営
に
尽
力

県建産連総会

課
題
解
決
へ
重
点
10
項
目

行
動
規
範
策
定　

要
望
活
動
を
積
極
展
開

建災防県支部

ゼ
ロ
災
宣
言
運
動
を
継
続

今
年
度
大
会
は
７
月
27
日

協会のうごき協会のうごき

【４月】

　４日 •福島支部新年度顔合わせ（大番）

　７日 •会計事務所監査
•会津支部監査（田事）

　８日 •日電工東北支部運営委員会（ユアテック
本社）

　19日 •いわき支部（小名浜オーシャンゴルフク
ラブ）

　21日 •会津支部総会（割烹萬花楼）

　26日 •令和3年度事業監査（協会）
•令和4年度第1回理事会（協会）

【５月】

　13日 •循環型社会推進センター令和4年度第1回役
員会（県建設センター）

•建産連第33回理事会（県建設センター）

•相双支部監査会（相双地区電気工事協同組
合）

　14日 •県知事を励ます会（ウェディングエルティ）

　18日 •郡山支部総会（県南電気工事協同組合会館）

　19日 •福島支部総会（ますふじ）

•相双支部総会（相双地区電気工事組合）

　20日 •会津支部例会（ホテルニューパレス）

　21日 •第26回参議院議員選挙必勝祈願祭（福島市
稲荷神社）

　25日 •第72回定時総会（ウェディングエルティ）

　27日 •白河支部例会（茅の器）

　27
　～29日

•1級電気工事施工管理技術検定試験（第一
次）受験準備講習会（県南電気工事協同組
合会館）

年度更新、７月11日ま　
　で

令和４年度労働保険

福島労働局が呼び掛け
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数
年
前
の
新
年
挨
拶
で
、

福
島
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

ブ
ー
ム
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。計
画
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
は
ほ
ぼ
竣
工
し
、残
る
は

４
年
後
に
完
成
す
る
駅
前
再

開
発
の
１
棟
の
み
。し
か
し

約
２
年
前
か
ら
ス
ケ
ー
ル
こ

そ
違
い
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
ア
パ
ー
ト

建
設
が
、静
か
に
福
島
の
旧

市
内
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
里
に
戻
ら
な
い
人
た
ち

が
所
有
す
る
先
祖
代
々
の
家

屋
敷
を
モ
ダ
ン
な
ア
パ
ー
ト

に
変
身
さ
せ
土
地
と
併
せ
て

販
売
す
る
よ
う
で
す
。わ
が

家
の
隣（
旧
第
一
勧
業
銀
行

支
店
長
宅
）に
も
２
階
建
て

ア
パ
ー
ト
３
棟
が
新
築
さ
れ

見
ず
知
ら
ず
の
若
者
が
増

え
、老
人
ば
か
り
の
町
内
が

明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、良
い
こ
と
ば
か
り

続
く
訳
が
な
い
の
が
世
の

中
。ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た

広
告
を
丸
め
て
塀
越
し
に
わ

が
家
へ
ポ
イ
！
吸
い
か
け
の

た
ば
こ
を
ポ
イ
！
コ
ン
ビ
ニ

で
買
っ
た
飲
み
物
を
飲
ん
だ

ら
ポ
イ
！
わ
が
家
は
あ
っ
と

い
う
ま
に
ゴ
ミ
箱
に
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

向
三
軒
両
隣
の
お
付
き
合

い
は
日
本
の
美
し
い
文
化
で

す
。親
の
し
つ
け
が
悪
い
の

か
？
学
校
教
育
が
悪
い
の

か
？
は
た
ま
た
ア
パ
ー
ト
の

管
理
者
が
悪
い
の
か
？
難
し

い
世
の
中
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。も
し
か
す
る
と「
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
お
前
が
悪

い
！
」
と
言
わ
れ
そ
う
で
す

（
広
報
委
員
会
担
当
会
長
・
大

槻
博
太
）。

　

不
定
期
に
家
の
中
や
会
社

の
断
捨
離
を
し
ま
す
。そ
ん

な
中
、五
木
寛
之
さ
ん
の『
捨

て
な
い
生
き
か
た
』（
マ
ガ
ジ

ン
ハ
ウ
ス
）と
い
う
本
に
出

会
い
ま
し
た
。「
と
に
か
く
捨

て
な
い
」と
い
う
冒
頭
が
衝

撃
的
で
あ
り
、
と
て
も
新
鮮

に
感
じ
ま
し
た
。

　

モ
ノ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ

の
時
代
に
、私
も
子
供
が
で

き
、
お
も
ち
ゃ
や
着
れ
な
く

な
っ
た
服
な
ど
、物
に
囲
ま

れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。洋

服
は
お
譲
り
で
き
る
よ
う
に

と
、購
入
時
は
少
し
良
い
物

を
買
う
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
家
中

モ
ノ
が
多
い
の
で
す
。最
近

は
断
捨
離
ブ
ー
ム
で
も
あ

り
、想
い
入
れ
の
あ
る
も
の

も
エ
イ
っ
と
捨
て
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
本
を
読
み
終
え

て
か
ら
は
、手
に
入
れ
る
と

き
か
ら
、
よ
く
考
え
よ
う
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

モ
ノ
だ
け
で
な
く
、人
間

関
係
や
風
景
な
ど
、形
の
な

い
物
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
る
も
の
で

す
。一
度
も
袖
を
通
し
て
な

く
て
も
、使
っ
て
な
く
て
も
、

購
入
す
る
ま
で
の
時
代
や
そ

の
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
そ
こ

に
は
あ
る
ん
で
す
っ
て
。人

生
１
０
０
年
時
代
、思
い
出

が
心
の
支
え
に
さ
え
な
る
こ

と
も
あ
る
と
の
こ
と
で
、

も
っ
と
モ
ノ
を
大
切
に
し
よ

う
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
本
で
し
た（
東
陽
電
気
工

事
㈱
・
石
川
格
子
）。

　

令
和
４
年
度
福
島
支
部
総

会
が
５
月
19
日
、「
割
烹
ま
す

ふ
じ
」で
会
員
企
業
10
社
・
11

人
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。議
事
に
先
立
ち
、大
槻

支
部
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ

き
、引
き
続
き
議
事
に
移
り
、

令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
報
告
書
、令
和

４
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に

収
支
計
画
案
が
承
認
さ
れ
、

令
和
４
年
度
の
事
業
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
今
年
度

初
め
て
、
８
月
３
日
～
５
日

に
県
立
福
島
工
業
高
等
学
校

電
気
科
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
ま

す
。８
月
に
道
路
美
化
作
戦

へ
の
参
加
、県
・
市
合
同
技
術

研
修
会
の
開
催
、随
時
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
事
業
の

実
施
、
１
月
に
は
新
年
安
全

祈
願
祭
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。た
だ
し
、今
年
度
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
状
況
を
見
な
が
ら
、実

施
事
業
を
変
更
し
な
が
ら
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
総
会
の
席
上
で
、㈱

須
南
電
設
の
役
員
変
更
が
あ

り
、新
社
長
に
就
任
さ
れ
た

渡
邊
康
之
氏
と
、会
長
に
就

任
さ
れ
た
斎
藤
幸
一
氏
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
就
任
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
福
島
支
部

事
業
並
び
に
体
制
が
決
ま

り
、新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た（
㈱
佐
藤
電
気
商
会
・

佐
藤
卓
立
）。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
も
落

ち
着
か
ず
、戦
争
も
終
わ
り

の
見
え
な
い
昨
今
、「
曾
て
の

日
常
」
を
取
り
戻
す
べ
く
、

日
々
体
力
と
精
神
的
回
復
を

目
指
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て

い
る
。自
粛
生
活
が
も
た
ら

し
た
ダ
メ
ー
ジ
は
健
康
被
害

と
心
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。戦
争
の
状
況
は
全

く
新
し
い
世
界
観
が
台
頭

し
、先
と
未
来
が
読
め
な
い

新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
。

一
方
で
食
料
危
機
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
、資
材
不
足
が
同

時
多
発
し
て
、
な
ん
と
も
し

が
た
い
不
安
定
な
情
勢
だ
。

　

そ
ん
な
状
況
で
、人
と
会

う
会
合
や
会
議
を
積
極
的
に

開
き
、面
と
向
か
う
事
の
大

事
さ
を
実
感
し
、健
康
の
た

め
の
友
人
と
の
ゴ
ル
フ
ラ
イ

フ
、家
飲
み
肥
満
解
消
の
た

め
ビ
ー
ル
や
炭
水
化
物
の
摂

生
等
々
減
量
に
努
め
健
康
管

理
に
心
が
け
て
い
る
。

　

先
日
、会
長
を
務
め
る
い

わ
き
平
青
年
会
議
所
の
Ｏ
Ｂ

会
を
開
催
。た
く
さ
ん
の
仲

間
と
再
会
し
、街
の
賑
わ
い

の
た
め
に
積
極
的
な
活
動
を

約
束
し
た
。い
わ
き
市
の
例

年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
ぼ

開
催
に
向
け
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。私
が
主
催
す
る

「
い
わ
き
平
街
な
か
コ
ン

サ
ー
ト
」は
10
月
１
、
２
日
、

平
地
区
商
店
街
で
３
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
。地
元
の
賑
わ

い
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
と
思

う
。
合
掌（
三
浦
電
気
工
事

㈱
・
三
浦
光
博
）。

　

プ
ロ
野
球
が
開
幕
し
、早

く
も
交
流
戦
の
時
期
に
き
て

い
ま
す（
５
月
26
日
寄
稿
）。

今
年
は
全
席
販
売
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、宮
城
県
の

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
高
止
ま
り

状
態
だ
っ
た
た
め
、観
戦
を

見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

入
り
、私
た
ち
夫
婦
は
何
も

予
定
が
な
か
っ
た
の
で
、
か

み
さ
ん
を
誘
い
、楽
天
戦
に

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。席

に
着
き
、周
り
を
見
渡
し
ま

し
た
が
久
し
ぶ
り
の
ス
タ
ジ

ア
ム
は
爽
快
で
し
た
。

　

試
合
が
始
ま
り
、
ビ
ー
ル

を
片
手
に
見
入
っ
て
い
る

と
、先
発
が
先
頭
打
者
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
打
た
れ
、
な
お
も

ピ
ン
チ
が
続
き
、
２
点
を
先

制
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
点
は
返
し
た
も

の
の
、
３
点
入
れ
ら
れ
５
対

２
に
な
り
ま
し
た
。

　

気
温
が
低
く
、寒
さ
対
策

で
手
袋
と
マ
フ
ラ
ー
を
持
参

し
対
応
し
て
い
た
も
の
の
、

寒
く
て
席
に
い
る
こ
と
が
次

第
に
苦
痛
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。寒
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い

の
と
、負
け
を
確
信
し
た
私

た
ち
は
帰
る
こ
と
に
。

　

そ
の
後
で
し
た
。９
回
２

ア
ウ
ト
か
ら
３
ラ
ン
ホ
ー
ム

ラ
ン
な
ど
で
４
点
を
挙
げ
同

点
と
し
、延
長
11
回
に
適
時

打
で
勝
利
し
た
の
は
。あ
れ

か
ら
11
連
勝
し
た
の
で
す
が

…
。
頑
張
れ
！
楽
天
イ
ー
グ

ル
ス
！
（
光
洋
電
設
㈱
・
荒

明
）。

　

先
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
を
目
前
に
地
域
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

雪
解
け
後
の
歩
道
や
側
溝
、

駐
車
帯
な
ど
に
は
数
多
く
の

ゴ
ミ
が
あ
り
驚
か
さ
れ
ま

す
。中
に
は
心
無
き
人
に
捨

て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
タ
イ

ヤ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
と
は
不
思
議
な

も
の
で
、
よ
り
多
く
の
ゴ
ミ

を
拾
い
集
め
る
と
段
々
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。こ
こ
に

も
あ
っ
た
、
こ
こ
に
も
あ
っ

た
と
目
を
凝
ら
し
て
、宝
探

し
の
よ
う
に
。集
め
た
ゴ
ミ

は
自
分
へ
の
勲
章
。何
と
な

く
誇
ら
し
げ
な
不
思
議
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

清
掃（
奉
仕
）作
業
は
、自
分

の
心
を
映
す
出
す
鏡
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
外
出
制
限
の
無
い

大
型
連
休
。わ
が
福
島
県
に

も
数
多
く
の
お
客
様
が
来
訪

さ
れ
、街
に
も
３
年
ぶ
り
の

活
気
が
戻
り
ま
し
た
。会
津

の
短
い
春
を
、
少
し
で
も

清
々
し
い
気
持
ち
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

夏
に
か
け
本
格
的
な
行
楽

シ
ー
ズ
ン
、秋
に
は
実
り
の

季
節
、
そ
し
て
ま
た
冬
が

や
っ
て
来
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
清
掃
活
動
を
通
じ
、健
康

に
感
謝
し
自
分
磨
き
を
続
け

て
い
き
ま
す（
㈱
森
口
電
気

商
会
・
森
口
真
人
）。

会

員

の

声

会

員

の

声

　
　
　
　
　 相

双

支

部

相

双

支

部

白

河

支

部

白

河

支

部

福

島

支

部

福

島

支

部

　

突
然
で
す
が
、
つ
い
に
私

も
今
年
の
４
月
で
60
歳
の
還

暦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。そ
う
私
は
干
支
が
寅

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
す
が
、本
宮

市
の
岩
角
山
・
岩
角
寺
で
５

月
１
～
５
日
ま
で
12
年
に
一

度
の
秘
仏
毘
沙
門
天
王
御
開

帳
が
あ
り
、私
も
最
近
の
県

外
へ
の
旅
行
自
粛
の
中
、
よ

く
行
く
寺
社
の
一
つ
で
し
た

の
で
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
テ
レ
ビ
報
道
と
か

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
写
真
な
ど

を
見
る
と
、
す
ご
く
怖
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

参
拝
に
行
く
と
優
し
い
立
ち

姿
に
び
っ
く
り
。し
ば
ら
く

見
入
っ
て
し
ま
い
、
な
ぜ
か

清
々
し
い
気
分
で
寺
社
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

次
は
12
年
後
、私
は
元
気

で
い
る
の
か
な
？
最
後
に
い

つ
も
の
よ
う
に「
一
隅
を
照

ら
す
」の
石
碑
を
一
読
し
帰

路
に
つ
き
ま
し
た（
岡
部
電

設
㈱
・
岡
部
義
浩
）。

郡

山

支

部

郡

山

支

部

会

津

支

部

会

津

支

部

い
わ
き
支
部

い
わ
き
支
部

断

捨

離

曾
て
の
日
常

岩
角
寺
参
拝

今
年
初
観
戦

清
掃
活
動
を
通
じ
て
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　　　　　　　　 TEL.023-686-4316㈹ FAX.023-685-1011
 ・ 北海道千歳工場
 ・ 支店／東京 ・ 東北 ・ 札幌　営業所／山形 ・ 秋田 ・ 岩手 ・ 埼玉

ＩＳＯ900 1取得
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